
様
式
第
26（
第
78条
関
係
）

様
式
第
26（
第
78条
関
係
）

特
定
設
備
基
準
適
合
証

特
定
設
備
基
準
適
合
証

［
略
］

［
略
］

１〜８

［
略
］

１〜８

［
略
］

９
耐
震
性
能
に
関
す
る
こ
と

９
耐
震
設
計
設
備
が
設
置
さ
れ
る
場

所
の
地
域
区
分

10
耐
震
設
計
設
備
が
設
置
さ
れ
る
場

所
の
地
盤
種
別

11
耐
震
設
計
設
備
の
設
計
地
震
動
及

び
設
計
震
度
又
は
設
計
加
速
度

水
平

鉛
直

［
略
］

［
略
］

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

［
略
］

［
略
］

（
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
保
安
規
則
の
一
部
改
正
）

第
六
条

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
保
安
規
則
（
昭
和
六
十
一
年
通
商
産
業
省
令
第
八
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
は
、
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
後
欄
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応

す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
製
造
施
設
に
係
る
技
術
上
の
基
準
）

（
製
造
施
設
に
係
る
技
術
上
の
基
準
）

第
五
条

製
造
施
設
（
製
造
設
備
が
コ
ー
ル
ド
・
エ
バ
ポ
レ
ー
タ
、
特
定
液
化
石
油
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
、
圧
縮
天
然

ガ
ス
ス
タ
ン
ド
、
液
化
天
然
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
及
び
圧
縮
水
素
ス
タ
ン
ド
で
あ
る
も
の
を
除
く
。）に
お
け
る
法
第

八
条
第
一
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
第
九
条
か

ら
第
十
一
条
ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
た
だ
し
、
製
造
設
備
の
冷
却
の
用
に
供
す
る
冷
凍
設
備
に
あ
つ

て
は
、
冷
凍
保
安
規
則
に
規
定
す
る
技
術
上
の
基
準
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
条

製
造
施
設
（
製
造
設
備
が
コ
ー
ル
ド
・
エ
バ
ポ
レ
ー
タ
、
特
定
液
化
石
油
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
、
圧
縮
天
然

ガ
ス
ス
タ
ン
ド
、
液
化
天
然
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
及
び
圧
縮
水
素
ス
タ
ン
ド
で
あ
る
も
の
を
除
く
。）に
お
け
る
法
第

八
条
第
一
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
第
九
条
か

ら
第
十
一
条
ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
た
だ
し
、
製
造
設
備
の
冷
却
の
用
に
供
す
る
冷
凍
設
備
に
あ
つ

て
は
、
冷
凍
保
安
規
則
に
規
定
す
る
技
術
上
の
基
準
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
〜
二
十
三

﹇
略
﹈

一
〜
二
十
三

﹇
略
﹈

二
十
四

塔
（
高
圧
ガ
ス
設
備
（
貯
槽
を
除
く
。）で
あ
つ
て
、
当
該
設
備
の
最
高
位
の
正
接
線
か
ら
最
低
位
の

正
接
線
ま
で
の
長
さ
が
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）、
貯
槽
（
貯
蔵

能
力
が
三
百
立
方
メ
ー
ト
ル
又
は
三
ト
ン
以
上
の
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）及
び
配
管

（
高
圧
ガ
ス
設
備
に
係
る
地
盤
面
上
の
配
管
（
外
径
四
十
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
に
限
る
。）で
あ
つ

て
、
地
震
防
災
遮
断
弁
（
地
震
時
及
び
地
震
後
の
地
震
災
害
の
発
生
並
び
に
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
の
遮
断

機
能
を
有
す
る
弁
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）で
区
切
ら
れ
た
間
の
内
容
積
が
三
立
方
メ
ー
ト

ル
以
上
の
も
の
又
は
塔
槽
類（
塔
及
び
貯
槽
を
い
う
。）か
ら
地
震
防
災
遮
断
弁
ま
で
の
間
の
も
の
を
い
う
。）

並
び
に
こ
れ
ら
の
支
持
構
造
物
及
び
基
礎
（
以
下
「
耐
震
設
計
構
造
物
」
と
い
う
。）は
、
経
済
産
業
大
臣
が

定
め
る
耐
震
に
関
す
る
性
能
を
有
す
る
こ
と
。

二
十
四

塔
（
反
応
、
分
離
、
精
製
、
蒸
留
等
を
行
う
高
圧
ガ
ス
設
備
（
貯
槽
を
除
く
。）で
あ
つ
て
、
当
該
設

備
の
最
高
位
の
正
接
線
か
ら
最
低
位
の
正
接
線
ま
で
の
長
さ
が
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
を
い
う
。）、
貯
槽

（
貯
蔵
能
力
が
三
百
立
方
メ
ー
ト
ル
又
は
三
ト
ン
以
上
の
も
の
に
限
る
。）及
び
配
管
（
経
済
産
業
大
臣
が
定

め
る
も
の
に
限
る
。）並
び
に
こ
れ
ら
の
支
持
構
造
物
及
び
基
礎
（
以
下
「
耐
震
設
計
構
造
物
」と
い
う
。）は
、

耐
震
設
計
構
造
物
の
設
計
の
た
め
の
地
震
動
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
設
計
地
震
動
」
と
い
う
。）、
設
計

地
震
動
に
よ
る
耐
震
設
計
構
造
物
の
耐
震
上
重
要
な
部
分
に
生
じ
る
応
力
等
の
計
算
方
法
（
以
下
こ
の
号
に

お
い
て
「
耐
震
設
計
構
造
物
の
応
力
等
の
計
算
方
法
」
と
い
う
。）、
耐
震
設
計
構
造
物
の
部
材
の
耐
震
設
計

用
許
容
応
力
そ
の
他
の
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
耐
震
設
計
の
基
準
に
よ
り
、
地
震
の
影
響
に
対
し
て
安
全

な
構
造
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
耐
震
設
計
構
造
物
の
応
力
等
の
計
算
方
法
に
つ
い
て
は
、
経
済
産
業
大
臣

が
耐
震
設
計
上
適
切
で
あ
る
と
認
め
た
も
の
（
経
済
産
業
大
臣
が
そ
の
計
算
を
行
う
に
当
た
つ
て
十
分
な
能

力
を
有
す
る
と
認
め
た
者
に
よ
る
場
合
に
限
る
。）に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
十
五
〜
六
十
五

﹇
略
﹈

二
十
五
〜
六
十
五

﹇
略
﹈

２

﹇
略
﹈

２

﹇
略
﹈

平成年月日 水曜日 (号外第号)官 報
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